
６ 指導資料

（１）学習カード① 〈マット運動〉３年（連続技の構成）

年 組 番 氏名

１ 今できる技の確認

※下の系統図を利用して、今できる技を確認しよう。

（ ）内に、○：よくできる △：まあまあ ×：できない －：やったことがない

前転グループ － 前転（ ） 開脚前転（ ） 伸膝前転（ ）

倒立前転（ ） 跳び前転（ ）

接転技群 後転グループ － 後転（ ） 開脚後転（ ） 伸膝後転（ ）

後転倒立（ ）

側転グループ － 側方倒立回転（ ）

回転系

はねおきグループ － 首はねおき（ ） 頭はねおき（ ）

ほん転技群 倒立回転グループ － 前方倒立回転（ ） 後方倒立回転（ ）

側方倒立回転（ ）

速報倒立回転跳び － 前転跳び（ ） 後転跳び（ ）

グループ ロンダート（ ）

平均立ち技群 － 頭倒立（ ） 倒立（ ） 片足水平立ち（ ） Ｙ字バランス（ ）

支持技群 － 片足旋回（ ） 脚前挙支持（ ） 開脚前挙支持（ ）

巧技系

跳躍技群 － 伸身跳び（ ） 左右開脚跳び（ ） 前後開脚跳び（ ）

柔軟技群 － 前後開脚座（ ） 左右開脚座（ ） ブリッジ（ ）

２ 新しくチャレンジしようとしている技

①【 】

②【 】

③【 】

３ チャレンジしようとしている技の組み合わせ

①（ ） → （ ） → （ ） → （ ） →

（ ） → （ ）

②（ ） → （ ） → （ ） → （ ） →

（ ） → （ ）
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学習カード② 〈鉄棒運動〉 １・２年（片膝かけ上がり）

鉄棒運動チェックリスト 〈片膝かけ上がり〉 年 組 番

氏名〈 〉

Ａ：よくできた Ｂ：できた

☆膝かけ上がりの予備練習 Ｃ：もう少し Ｄ：わからない

（片膝かけ振動）

前後にリズムよく，振動することができる

静止から振幅を大きくできる

振り足をあまり使わないで振動できる

・鉄棒に片膝をかけて往復振動をする

腕をあまり曲げないで振動できる

☆片膝かけ上がりに結びつく技

（片膝かけ振動から支持に上がる）

補助付きでできる

３回以上の振りでできる

２回以下の振りでできる

・振り足をあまり使わない

・腕をあまり曲げないで上がれる

・振動を利用してスムーズに上がれる

☆片膝かけ上がり

振れ戻りで片膝を鉄棒にかけることができる

１往復の振動で片膝振り上がりができる

補助で片膝かけ上がりができる

自分で片膝かけ上がりができる

・腕をほぼ伸ばして手首を返して上がれる

・全体としてスムーズにできる

・スピードをつけてダイナミックにできる

・高鉄棒でもできる

Ｂ-35



学習カード③ 〈平均台運動〉１・２年（跳躍・ターン）

平均台運動チェックリスト 〈跳躍・ターン〉 年 組 番

氏名〈 〉

Ａ：よくできた Ｂ：できた

☆伸身跳び（両足踏み切り） Ｃ：もう少し Ｄ：わからない

全身をうまく使って跳び上がることができる

空中できれいな伸身姿勢をとることができる

着台した後にうまくバランスをとることができる

☆開脚跳び（片足踏み切り）

片足でうまく踏み切ることができる

空中できれいな前後開脚姿勢をとることができる

着台した後にうまくバランスをとることができる

☆かかえ込み跳び

全身をうまく使って跳び上がることができる

空中できれいな屈伸姿勢をとることができる

着台した後にうまくバランスをとることができる

☆片足１／２ターン（回し型）

軸足に重心を移動することができる

身体を引き上げながらターンすることができる

ターン後，安定させることができる
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学習カード④ 〈跳び箱運動〉１・２年（開脚跳び）

年 組 番 氏名

技 名 開脚跳び

自…自分の評価 友…友達の評価

着目点 ポ イ ン ト 自 友 メモ・感想

リズムある助走ができたか

助走 スピードが次第に上がっていたか

最後の１歩までスピードが落ちなかったか

スムースに両足をそろえて踏み切れたか

最後の１歩 上に跳び上がらず、低く踏み切りに入ったか

両足をそろえて、鋭く踏み切りに入ったか

つま先だけで踏み切ったか

踏み切り 踏切板を後ろに蹴るようにして蹴ったか

踏み切りと同時に両手が前に出たか

着手まで 跳び箱に手を着くまで、膝が伸びていたか

胸を起こして顔を上げていられたか

突き放し後 膝を伸ばしていたか

顔の向きが前向きになっていたか

足裏全体で着地できたか

着地 膝をゆるめて着地できたか

１歩も動かなかったか

全体の動き 安定性・優雅さ・雄大性の評価

Ａ…よくできている Ｂ…できている Ｃ…不十分である

ＭＥＭＯ

自分の評価をしてくれた友達
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速記による演技構成の記述方法について

基本事項

・前転 ・前方 ・伸身姿勢 ・かかえ込み姿勢

・跳び前転 ・後方 ・屈伸姿勢

・後転

・後転倒立 〈下に を書くとマットに接している〉

・開脚前転 〈 は，左右に脚を開いている〉

・開脚後転

・倒立前転 〈 は，倒立している〉

・前方ブリッジ

・側方倒立回転

・前方倒立回転跳び 〈下に を書くと跳んで(蹴って)いる〉

・ロンダート

・1/2 ひねり

･１回ひねり

組み合わせ例

① 開脚前転→ 前転→ 伸身1/2 ひねりジャンプ→ 開脚後転→ 後転

② 倒立前転→ 側方倒立回転→ 片足正面水平立ち→ 軽く走って 前方倒立回転跳び

③ 伸膝前転→ 軽く走って 跳び前転→ 側方倒立回転跳び1/4 ひねり 伸身ジャンプ→ 後転倒立
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速記による演技構成の記述方法について

基本事項

・前転 ・前方 ・伸身姿勢 ・かかえ込み姿勢

・跳び前転 ・後方 ・屈伸姿勢

・後転

・後転倒立 〈下に を書くとマットに接している〉

・開脚前転 〈 は，左右に脚を開いている〉

・開脚後転

・倒立前転 〈 は，倒立している〉

・前方ブリッジ

・側方倒立回転

・前方倒立回転跳び 〈下に を書くと跳んで(蹴って)いる〉

・ロンダート

・1/2 ひねり

･１回ひねり

組み合わせ例

① 開脚前転→ 前転→ 伸身1/2 ひねりジャンプ→ 開脚後転→ 後転

② 倒立前転→ 側方倒立回転→ 片足正面水平立ち→ 軽く走って 前方倒立回転跳び

③ 伸膝前転→ 軽く走って 跳び前転→ 側方倒立回転跳び1/4 ひねり 伸身ジャンプ→ 後転倒立
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（２）場の設定例

マット運動

①説明を聞いたり模範演技を見る場

②発表の時間の場

鉄棒運動

実施して着地したら，補助に回る。

その後，見学の後ろにつく。
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平均台運動

台座に乗せて

マットを下に入れて 安全マットを積んで マットで挟んで

跳び箱運動

複合型

並列型

縦列型
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マット運動 技の例示（図解）

○は基本的な技・◎は発展技

Ａ 接転技群

ａ 前転グループ

○前転 ◎伸膝前転

・後頭部→上背部→腰部と順に接して回転する。 ・両脚を伸ばして揃えたまま前に回り，上体の反動

・前半は大きな脚の振り上げ，後半は素早く足を引 を利用する。

きつける。 ・両手は太ももの外側につき，マットを強く押して

深く前屈するようにしてかかとから立つ。

○開脚前転 ◎倒立前転

・前転の要領で前に回転し，両足がマットに着く直 ・手は肩幅程度に開いて着手する。

前に素早く開く。 ・倒立の姿勢を経過し，前転に入る。その際，頭を

・両手を太ももの内側に着き，上体を深く前傾させ 入れ，背中を丸めて前方に体重移動する。

て起き上がる。 ・膝をたたみ，回転する。

◎跳び前転

・軽い助走から両足で踏み切り，両腕を振り上げる

力も使って前方へ高く跳び上がる。

・空中姿勢では，しっかりと腰を伸ばし，着手後に

背中を丸めて前転に入る。

ｂ 後転グループ

○後転

・マットが腰に着くと同時に上体を後ろに倒し，回

転動作に入る。

・肘を締め，肩の近くに着手し，手でマットを押し

上げるようにして立つ。
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○開脚後転 ◎伸膝後転

・上体を後ろに倒しながら回転力を増し，足が真上 ・直立姿勢から上体を深く前屈させ，両手を斜め下

を通過するタイミングで大きく開く。 に伸ばして後方に倒れる。

・回転の終わりに両腕で強く押し上げ身体を起こ ・後転の要領で膝を伸ばしたまま回転する。

す。

◎後転倒立

・前屈しながら腰を下ろして回転を始める。

・両手を素早く着き，マットを強く押す。

・頭を起こしながら，腕・腰を勢いよく伸ばして倒

立する。その際，脚を伸ばす力を利用する。

Ｂ ほん転技群

ａ 倒立回転・倒立回転跳びグループ

○側方倒立回転 ◎側方倒立回転跳び1/4ひねり（ロンダート）

・片足で踏み切り，その延長線上に踏み切り足側の

片手を着き，その後，もう一方の手を着いて倒立 ・足を強く振り上げ，手は片手ずつ着く。

姿勢に入る。 ・両手で強く突き放し，そのタイミングで両足を揃

・手を強く押し放しながら回転をして立つ。 える。

・身体をスタートした方向に向けて（ひねって）着

地する。

○倒立ブリッジ ◎前方倒立回転

・倒立姿勢から首を起こす。 ・倒立ブリッジの要領で動き，最後に両手を強く突

・身体を反らし，足を手の近くに着く。 き放して立つ。
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◎前方倒立回転跳び

・ホップの踏み替えでスムーズな着手体勢を作る。

・上体を勢いよく振り下ろしながら，踏み切り足で

マットを強く蹴り，脚を強く振り上げる。

・倒立と同時に両手で強く突き放し，回転する。

・最終局面では身体を十分反らせながら，回転して

立つ。

ｂ はねおきグループ

○首はねおき ◎頭はねおき

・脚を前方に強く振りながら勢いよく腰を伸ばす。 ・両手と額が三角形になるようにマットに着ける。

・身体を十分に反らして着地する。 ・脚を前方に強く振りながら勢いよく腰を伸ばす。

・身体を十分に反らして着地する。

Ｃ 平均立ち技群

ａ片足平均立ちグループ

○片足平均立ち ◎片足正面水平立ち

・左右どちらかの足を一歩出し，バランスをとりな ・肩幅に足を開き，片足に重心をかけながらゆっく

がらゆっくりと片足立ちとなる。 りとした動作で片足立ちで身体を倒す。

・背筋を伸ばし，両手を下方から回しながらバラン ・身体を倒しながら，上になる腕を回す。

スを保つ。 ・身体が水平になると同時に腕を体側につける。

・身体が水平になるまで前傾させる。 ・腕，体，脚が水平になるまで倒し，静止する。

・顔を起こし，両手は左右に水平に広げ，胸を張る。

◎Ｙ字バランス

・一方の足を内側に曲げ，足の裏側に手をかける。

・背筋を伸ばし，直立姿勢をとる。

・足を持たない方の腕でバランスをとり，ゆっくり

とした動作で曲げた脚を伸ばしていく。
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ｂ 倒立グループ

○頭倒立

・額と手で三角形を作るように着手

する。

・片足をゆっくりと上げ，その後，

もう一方の足を上げる。

・首に力を入れておく。

○補助倒立 ◎倒立

・手を肩幅程度に開き，指は軽く開く。

・手を肩幅に着き，片脚を振り上げる。 ・腕をしっかりと伸ばす。

・もう片方の脚を引きつけ両脚を揃える。 ・手首，肩，足先が一直線上になる姿勢を保持する。

・足先までしっかりと伸ばし，静止する。

・指骨を曲げてマットをつかむようにすると静止

しやすい。

組み合わせと演技構成例

①伸膝前転→片足1/2旋回→伸膝後転

②倒立前転→側方倒立回転→片足平均立ち
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側方倒立回転の着手のしかた

右手を内向きに着くと突き放し

やすくなり，着地に安定感が

でる。

右手はマットを突き放せず

しゃがみ立ちやしりもちに

なりやすい

③軽く走って 前方倒立回転跳び→前転→伸膝前転
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鉄棒運動 技の例示（図解）

○は基本的な技・◎は発展技

Ａ 支持系・前方支持回転技群

a 前転グループ

○前方かかえ込み回り

・腕支持の姿勢からゆっ

くり行うことで感覚づ

くりをする。

○前方支持回転 ・できるだけ遠く ◎前方伸膝支持回転 ･ あごを前に突き出す

前方へ振り下 ようにしながら，真

ろし，その回 下の体勢から鉄棒

転力を上昇局 をはさむように行

面ではアクセ う。

ントをかけ，

手首を返す。

○転向前下り ・片脚のももの付け根を

乗せて支え，軸手（右

手）は逆手に持ち換

え，後ろ脚のはね上

げと同時に鉄棒を押

し，横向きに下りる。

放した手は横に上げ

る。

○踏み越し下り ◎支持跳び越し下り

・片逆手で順手側の鉄棒上に片足を乗せ，前に乗り出 ・踏み越し下りがスムーズになってきたら，振

すようにして腰を引き上げ，後ろ脚を素早く抜き， りから一気に跳び越す。

横向きに下りる。

b 前方足かけ回転グループ

○膝かけ振り上がり ・振れ戻りに

合わせて脇

を締め，手

首を返して

鉄棒を下に

押さえて上

がる。
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○前方膝かけ回転 ◎前方ももかけ回転 ・逆手でしっか

・逆手でしっかり支 り支え，上体

え，足かけ支持姿 は前方に向か

勢から前方に向か って遠くに振

って遠くに振り出 り出す。上昇

す。上昇局面では 局面ではもも

膝をしっかりと鉄棒にかけ，上体は前に乗り出し， をしっかりと鉄棒を挟み，上体は前に乗り出

手首を返す。 し，手首を返す。

○膝かけ上がり ◎ももかけ上がり

・足を前に踏み込み，振れ戻りに合わせて片脚を一気 ・肩の力を抜いて足を十分に前方に振り出し，

に膝のところまで入れる。上昇局面では鉄棒に膝を 振れ戻ろうとする時，すばやく片脚を両手の

しっかりかけ，脇を締めて手首を返し，鉄棒を下に 間に通す。一気にももの付け根近くまで通し

押さえて上がる。 両ももで挟むようにして上がる。

◎け上がり

・足を前に踏み込み，振れ戻りに合わせて腰を

曲げ，脚を鉄棒に引き寄せる。上昇局面では

体の前面から鉄棒を離さないように脇を締め

て鉄棒を下に押さえる。上体を前に乗り出し

ながら最後に手首を返す。

Ａ 支持系・後方支持回転技群

a 後転グループ

○逆上がり

・足を斜め前に踏み込み，鉄棒に胸を引き付けながら

脚を振り上げ，肩を倒して体を回転させる。腹部が

鉄棒にかかった後，背中から上昇して支持姿勢にな

る。
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○後方支持回転 ◎後方伸膝支持回転

・支持姿勢で脚を軽く振り上げ，その反動で一気に背 ・支持姿勢で脚を軽く振り上げ，その反動で一

中を後方に倒す時，膝を抱え込むようにし，上昇時 気に背中を後方に倒す。上昇時は手首を返し，

は手首を返し，背中から上がるように上体を起こす。 背中から上がるように上体を起こす。

◎後方浮き支持回転

・支持の状態から両脚を振り上げ，肩が鉄棒よ

り前に出す。顎を締めて身体を一直線にし，

脇の下の角度を一定に保つ。

◎棒下振り出し下り

・支持振動から足首を鉄棒の近くに引き寄せな

がら背中を斜めに倒す。肩の回転に合わせて

足先を斜め上方に振り込む。腰を伸ばしなが

ら手を離し，前を見て着地する。

○後ろ振り跳びひねり下り

・両脚を後ろに振り上げな

がら軸手を押し，タイミ

ングを合わせながらひね

り，着地する。

b 後方足かけ回転グループ

○膝かけ振り逆上がり

・膝かけ振動により，タイミングに合わせて鉄棒の引

き押さえを行う。

Ｂ-49



○後方膝かけ回転 ◎後方ももかけ回転

・片脚をかけた正面支持より背中を斜め下方向に倒 ・両腕をしっかり伸ばし，背中から倒れるよう

す。真下でしっかり肩を回転させ，鉄棒にかけて に後方に回転する。鉄棒を後ろ脚ではさみ，

いない脚を鉄棒の上に回す。上昇局面では腰や背 回転を加速する。腰を引き上げ，手首を返し

中から上がり，手首を返して鉄棒を下に押さえる。 ももかけ支持で止まる。

Ｂ 懸垂系

○懸垂振動（順手・片逆手）

・前への振り下ろしでは，腰を軽く曲げて足先を先

行させ，真下に至るまで徐々に体を反らせて肩を

脱力させる。前振りでは足先を先行させ，後ろへ

の振り下ろしでは背中を先行させる。脚を後ろに

振り上げるとともに，肩を真上に引き上げる。

◎懸垂振動ひねり

○後ろ振り跳び下り

・真下を通りすぎたあたりからひねりに入る。

片逆手で前に振り，足が一番前に振り上がっ

た時に逆手に持ち換える。後ろ振りでは肩を

・前方にスイングし，後ろ振りから肩を素早く上げ， 上に引き上げ，順手に持ち換える。

鉄棒を押し離し，着地姿勢をとる。

◎前振り跳び下り

・振り下ろしから足先を斜め上方に振り上げる。

その後，足を下に押さえるようにして一気に

胸を突き出して体を反り，手を後ろに押し放

す。前を見て着地する。
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組み合わせと演技構成例

①膝かけ上がり→後方膝かけ回転→踏み越し下り

②逆上がり→前方支持回転→棒下振り出し下り

③け上がり→前方支持回転→棒下振り出し下り

④け上がり→浮き支持回転→膝かけ上がり→後方足裏支持棒下振り出し下り（※例示にない技）

⑤け上がり→浮き支持回転→膝かけ上がり→後方膝かけ回転→前振り跳び下り
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握り方

順手 逆手 片逆手 大逆手

懸垂振動の時

・前振り局面（順手）および後ろ振り局面（逆手）では，

手首を曲げて鉄棒を深く握ることが大切である。
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平均台運動 技の例示（図解）

○は基本的な技・◎は発展技

Ａ 体操系

ａ 歩走グループ

○前方歩 ◎前方ツーステップ

・手は横に上げ，バランスをとりながら背筋を伸ばし ・追い足で身体を軽く上に引き上げながら空中

て歩く。（視線は台の先端） でつま先を伸ばし，膝を柔らかく使って着地。

・足の内側で台の側面を擦るようにして出し，つま先

で台の面を確かめて指で台をつかむようにしながら ◎前方走

体重を移動させる。

・両腕で平均をとりながら頭の位置をまっすぐ

に保ちリズミカルに前へ移動する。膝を柔ら

かく使ってつま先から着台。

○後方歩 ◎後方ツーステップ

・技術的には前方歩と同じ要領で行い，進む方向が反

対。 ・身体を軽く上に引き上げながら追い足で後方

へ移動，台の面を確かめながら着台。

ｂ 跳躍グループ

○伸身跳び（両足踏切）

◎かかえ込み跳び

・力強く空中に

ジャンプし，

膝をできるだ

け胸に引き付

ける。伸身姿

勢を経過して

着台。着台時

・膝を軽く曲げて両足で踏み切り，両腕を振り上 は足をやや前後させ，膝を柔らかく使って着地。

げながら空中で伸身姿勢になる。素早く両腕を

振り下ろすとともに膝を柔らかく使って着地。
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◎開脚跳び下り

・両足踏み切りで

前上方に跳び上

がりながら開脚

する。脚を閉じ

てから膝を柔ら

かく使って着地

する。

◎かかえ込み跳び下り ・両足踏み切り

で前上方に跳

び上がりなが

ら膝を抱え込

み，伸身姿勢

になってから

膝を柔らかく

使って着地す

る。

○開脚跳び（片足踏切） ◎前後開脚跳び

・前脚を前方に振り上げると同時に後ろ脚も後方 ・前脚を前方に高く振り上げると同時に後ろ脚

に振り上げて開脚し，後ろ足を引き寄せながら も素早く後方に振り上げて前後に大きく開脚

着台する。 する。後ろ足を引き寄せながら着台する。

◎片手支持跳び上がり

・斜めから助走，右

足踏み切りの時は

左手で台上を支え

左脚を素早く振り

上げ乗せると同時

に，支えた左手で

台を押して立ち上

がる。

Ｂ バランス系

ａ ポーズグループ

○立ちポーズ（両足・片足） ◎片足水平バランス

・片足を上げ，軸足

１本での片足立ち

のポーズ。ふらつ

かないように軸足

を安定させる。

・軸足の膝を曲げた水平バランスや伸ばしたバ

ランス。腕は自由に使い安定させるが，背中

・肩は台より少し前 を十分に張る。

に出し，背中を張

って安定させる。
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○座臥・支持ポーズ ◎Ｖ字ポーズ

・平均台をまたいだ ・後方で台を支えたり，支持なしで

り，臀部を台に付 脚上挙（Ｖ字）した姿勢で保つ。

けたりして姿勢を

保つ座のポーズ。

◎片膝立ち水平支持ポーズ

・両腕は内手（手のひらが向か

・平均台に腹部を付 い合って握る）でしっかり支

けたりして姿勢を える。頭を起こし，胸を張っ

保つ臥のポーズ。 て片足を高く保つ支持ポーズ。

ｂ ターングループ

○両足ターン ◎片足ターン（振り上げ型）

・つま先立ちになり

ながら，同時に両

腕を振り上げなが

ら，身体を一線に

して1/2ターン。

・右脚の前振り上げと両腕の引き上げを同調さ

せ，身体をつり上げながら，つま先立ちの鋭

い1/2ターン。

◎片足ターン（回し型）

・左足に重心をおいて軸足とし，右膝を引き上

げながら回し込むようにターン。

バランスを崩した時の復元のしかた

縦向きの場合

・（ａ）は矢印のように右にバランスを

崩した時は，（ｂ）の動きをする。

さらにバランスが崩れると（ｃ）のよ

うに右足を上げてバランスをとる。
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横向きの場合

・（ａ）のように後ろにバランスを崩し

た時は，腰を前に出し，腕を後ろに回

してバランスを先取りする。

・（ｂ）のように前にバランスを崩した

時は，腕を前に回してバランスを先取

りする。

平均台の歩き方（足の置き方）

台の角に指をかける ・足の指で平均台を

つかむようにする。

つま先はやや開く

組み合わせと演技構成例

①片手支持跳び上がり→伸身跳び→片足水平バランス→伸身跳び下り

②片足踏み切り→Ｙ字 →前後開脚跳び →しゃがみ立ち片足ターン →開脚跳び下り

跳び上がり バランス 1/2ひねり
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跳び箱運動 技の例示（図解）

○は基本的な技・◎は発展技

Ａ 切り返し系

ａ 切り返し跳びグループ

○開脚跳び ◎開脚伸身跳び

・強く両足で踏み切り，腕を前に振り出す。 ・踏み切りから着地までの全経過を通して，身体が

・腰は曲げてもよい。 ほぼ伸びている開脚の状態。

・両手を強く突き放し，上体を起こす。

・着地位置を見て，膝のクッションを利用し，

着地する。 ◎かかえ込み跳び

・踏み切ってから着手のタイミングまでは身体を十

分に伸ばす。

・突き放した瞬間に腰と膝を曲げ，かかえ込みの姿

勢となる。

◎屈伸跳び

・踏み切ってから着手のタイミングまでに脚を閉じ

膝を十分に伸ばす。

・強い突き放しを意識する。

Ｂ 回転系

ａ 回転跳びグループ

○頭はね跳び ◎前方屈腕倒立回転跳び

・支持屈身の場面で，額を着き，腰を９０度に曲 ・支持屈身の場面で，額を着くことなく，腕による

げ前方にやや倒れ気味の姿勢をつくる。 支持を行う。前方にやや倒れ気味の姿勢をつくる。

・はね動作の後，身体の張りを維持し，着地の姿 ・はね動作の後，身体の張りを維持し，着地の姿勢

勢をとる。 をとる。
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◎前方倒立回転跳び

・強い踏み切りから，伸ばした腕による支持を行う。

前方に倒れることなく，伸身の姿勢から腕を突き

放す。その後，身体の張りを維持し，着地の姿勢

をとる。

終わりのポーズ

『終了』のトレードマーク

このポーズの重要性

↓

技を最後まできちんと行う

けがの防止

Ｂ-58


	3tyuukikai3.pdfから挿入したしおり
	3tyuukikai.pdfから挿入したしおり
	新しい体育の展開（中学校編）.pdfから挿入したしおり
	新しい体育の展開
	あいさつ
	目次
	編集の基本方針
	Ａ　体つくり運動
	Ｂ　器械運動
	Ｃ　陸上競技　
	Ｄ　水泳
	Ｅ　球技
	ゴール型：バスケットボール
	ゴール型：サッカー
	ネット型：バレーボール
	ネット型：ソフトテニス
	ベースボール型：ソフトボール

	Ｆ　武道
	Ｇ　ダンス
	Ｈ　体育理論
	参考・引用文献一覧
	作成委員一覧等



	3tyuukikai4.pdfから挿入したしおり
	3tyuukikai.pdfから挿入したしおり
	新しい体育の展開（中学校編）.pdfから挿入したしおり
	新しい体育の展開
	あいさつ
	目次
	編集の基本方針
	Ａ　体つくり運動
	Ｂ　器械運動
	Ｃ　陸上競技　
	Ｄ　水泳
	Ｅ　球技
	ゴール型：バスケットボール
	ゴール型：サッカー
	ネット型：バレーボール
	ネット型：ソフトテニス
	ベースボール型：ソフトボール

	Ｆ　武道
	Ｇ　ダンス
	Ｈ　体育理論
	参考・引用文献一覧
	作成委員一覧等



	3tyuukikai5.pdfから挿入したしおり
	3tyuukikai.pdfから挿入したしおり
	新しい体育の展開（中学校編）.pdfから挿入したしおり
	新しい体育の展開
	あいさつ
	目次
	編集の基本方針
	Ａ　体つくり運動
	Ｂ　器械運動
	Ｃ　陸上競技　
	Ｄ　水泳
	Ｅ　球技
	ゴール型：バスケットボール
	ゴール型：サッカー
	ネット型：バレーボール
	ネット型：ソフトテニス
	ベースボール型：ソフトボール

	Ｆ　武道
	Ｇ　ダンス
	Ｈ　体育理論
	参考・引用文献一覧
	作成委員一覧等



	3tyuukikai6.pdfから挿入したしおり
	3tyuukikai.pdfから挿入したしおり
	新しい体育の展開（中学校編）.pdfから挿入したしおり
	新しい体育の展開
	あいさつ
	目次
	編集の基本方針
	Ａ　体つくり運動
	Ｂ　器械運動
	Ｃ　陸上競技　
	Ｄ　水泳
	Ｅ　球技
	ゴール型：バスケットボール
	ゴール型：サッカー
	ネット型：バレーボール
	ネット型：ソフトテニス
	ベースボール型：ソフトボール

	Ｆ　武道
	Ｇ　ダンス
	Ｈ　体育理論
	参考・引用文献一覧
	作成委員一覧等



	3tyuukikai7.pdfから挿入したしおり
	3tyuukikai.pdfから挿入したしおり
	新しい体育の展開（中学校編）.pdfから挿入したしおり
	新しい体育の展開
	あいさつ
	目次
	編集の基本方針
	Ａ　体つくり運動
	Ｂ　器械運動
	Ｃ　陸上競技　
	Ｄ　水泳
	Ｅ　球技
	ゴール型：バスケットボール
	ゴール型：サッカー
	ネット型：バレーボール
	ネット型：ソフトテニス
	ベースボール型：ソフトボール

	Ｆ　武道
	Ｇ　ダンス
	Ｈ　体育理論
	参考・引用文献一覧
	作成委員一覧等




